
Ａ Ｂ Ｃ

⑴ 子どもの最善の利益を考慮した「保育理念」が明示されているか。 〇

⑵ 保育理念に基づく基本方針・目標が明示されているか。 〇

⑶ 保育方針・保育目標が活かされるような保育内容を考えているか。 〇

⑷ 年齢別目標は、保育目標や乳幼児の実態に即して設定しているか。 〇

⑸ 目標は前年度の反省を活かしているか。 〇

⑹ 理念や方針、目標が職員、利用者に周知されているか。 〇

・理念、基本方針、目標はホームページや入園のしおりに掲載している。また、入園のしおりは毎年度見直し、保護者や各クラス

・全体的な計画、保険計画、食育計画、各年齢の年間計画、月案をもとに園の指導計画を作成し、各クラスに保存している。

・防災計画を作成しているが、各クラス保存ができていないので、令和8年度は各クラスに配布したい。

【改善策】

に配布している。

2025年度   保育園・保育士の自己評価

社会福祉法人徳風会　常徳保育園

「保育所保育指針」において、保育士及び保育所の自己評価並びにその公表が努力義務とされています。当園ではこれに基づ
き検討し、保育の質の向上を図るため、保育園及び保育士の自己評価を実施しました。
評価の結果を踏まえ、今後の保育計画・保育内容等の改善に活かし、より良い保育を提供できるよう努力していきます。
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【評価の根拠】

常徳保育園の自己評価

2025年度、保育園及び職員の自己評価について下記の通りご報告いたします。総合評価は最後に記載しています。

ねらい：保育所の役割や社会的責任を遂行するために、法令等を遵守し、保育所を取り巻く社会情勢などを踏まえ、その専門性の
向上に努め、望ましい保育所運営をするため、今年度の当保育園の保育・教育全般を総合的に評価し、次年度の保育計画(全体的
な計画)に生かすため本表を活用します。

評価の目安　Ａ・・・出来ている
　　　　　　　　 Ｂ・・・ある程度出来ているが十分ではない
　　　　　　　　 Ｃ・・・あまり出来ていない又は出来ていない
回答者　園長  大道　千春

自己評価の観点・内容
評価



Ａ Ｂ Ｃ

⑴ 保育計画(全体的な計画)が保育方針に基づき作成されているか。 〇

⑵ 指導計画の評価を定期的に行い、その結果に基づき指導計画を改定しているか。 〇

⑶ 保育所保育指針に基づく援助・支援を適切に行っているか。 〇

⑷ 子ども一人ひとりへの理解を深め、受容しようと努めているか。 〇

⑸ 子どもの意欲を高めるような遊びの準備や配慮ができ、見通しを持ちながら進めているか。 〇

⑹ 子どもが自発的に活動できる環境が整備されているか。 〇

⑺ 様々な表現活動が体験できるように配慮されているか。 〇

⑻ 同年齢及び異年齢児間の効果的活動の充実を図っているか。 〇

⑼ 行事のねらいや実施回数などの内容を検討し、改善に努めているか。 〇

⑽ 保護者の願いや意見を取り入れているか。 〇

⑾ 評価結果を基に保育の改善に努めているか。PDCA サイクルを取り入れているか。 〇
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【評価の根拠】

・行事ごとに計画検討会議を実施し、園全体で把握、実施している。

・個人懇談、クラス懇談を実施し、情報交換をしている。

【改善策】

・懇談だけでなく十分に保護者と話ができるようコミュニケーションを図り、話しやすい環境作りを目指していく。

・保育計画は年度ごとに見直し、改善している。

自己評価の観点・内容
評価



Ａ Ｂ Ｃ

⑴ 保育士・調理員が連携し、アレルギー児に対応する環境・体制にあるか。 〇

⑵ 健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成のため、家庭への啓発を行っているか。 〇

⑶  危機管理意識を持ち、緊急時の対応できる体制・マニュアルの作成、保健対策を講じているか。 〇

⑷  避難訓練・交通安全指導を、計画に基づいて適切に実施しているか。 〇

⑸ 不審者等に対する周到な配慮を行っているか。 〇

⑹ 乳幼児の安全のため、家庭・地域社会・関係機関等と連携を図っているか。 〇

⑺ 施設内外・設備の安全点検を計画的に行っているか。 〇

⑻ 遊具・用具等を活用しやすいように整理・保管されているか。 〇

Ａ Ｂ Ｃ

⑴ 食育の重要性を理解し、季節や年齢に合わせ、食育計画を立て、実践しているか。 〇

⑵ 旬の食材や行事食を取り入れ、様々な食材に触れ、味わえるようにしているか。 〇

⑶ 評価結果を元に食育の改善に努めているか。 〇

【評価の根拠】

・毎月の会議にて子ども達の様子を報告し、検食簿等で意見を述べ今後に繋げている。

・法人内で献立メニューを立案し、各園と情報交換を行い参考にしている。

・各クラスに出向いて食事の様子を観察し、子ども達の嗜好調査を行っている。

【改善策】
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【評価の根拠】

・アレルギー児に関しては、医師の診断書に基づいて除去または代用食を提供し、保育士と調理師が常に連携し対応している。
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・防犯については、玄関施錠を徹底して行っている。

・散歩を通して交通安全指導を実施している。

【改善策】

・保健だよりを作成し、保護者の健康面への意識向上に努める。

・防災訓練、防犯訓練において、保護者のお迎えと紐づけて訓練を試みる。

自己評価の観点・内容
評価

自己評価の観点・内容
評価



Ａ Ｂ Ｃ

⑴ 虐待が疑われる子どもの早期発見に努め、得られた情報が速やかに園長に届くようになってい
るか。

〇

⑵ 虐待が疑われる子どもの保護者への対応について、市関係機関、児童相談所等に通告、照合
する体制が整っているか。

〇

⑶ 特別な支援を要する子どもに対して、職員全員で情報を共有し、チームで対応しているか。 〇

⑷ 特別な支援を要する子どもに対して、個別の指導計画を作成しているか。 〇

⑸ 特別な支援を要する子どもに対して、家庭や専門機関と連携を図っているか。 〇

Ａ Ｂ Ｃ

⑴ 能率的・合理的な運営組織になっているか。 〇

⑵ 各種会議や打合せの回数、時間、内容は適切かつ効率的か。 〇

⑶ 職員相互がそれぞれ全体的立場を理解し、協力や助言を惜しむことなく施設の運営に関わってい
るか。

〇

⑷ 職員間の連携が取れ、報告・連絡・相談等ができ、共同できる体制になっているか。 〇

⑸ 事業計画の策定、評価、見直しは組織的に行われているか。 〇

⑹ 事業計画は職員、保護者に周知されているか。 〇

⑺ 職員の意見を聞いたり、話し合う場を定期的に持っているか。 〇

⑻ 評価や記録を集積しているか。 〇

⑼ 地域や保護者の意見を施設運営に反映しているか。 〇

⑽ 苦情解決の体制づくりは出来ているか。 〇

・慢心することなく、常に改善点がないか振り返る姿勢を持つよう努める。

【評価の根拠】

・改善点や問題点があれば、職員が集まり話し合う体制を整えている。また緊急の連絡は常につくようにしている。

【改善策】

・会議には少しでも多くの職員が出席し、直接話ができるように努める。

【評価の根拠】

・毎月の会議にて情報共有し、園全体で対応できるよう職員間での連携の徹底に努めている。
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・市関係機関より支援を要する子どもの巡回指導があり、園、市、保護者の三者で連携してよりよい保育を目指している。

【改善策】

自己評価の観点・内容
評価

自己評価の観点・内容
評価
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Ａ Ｂ Ｃ

⑴ 研究・研修は保育目標の具体化につながるものであるか。 〇

⑵ 研究・研修の計画・運営は適切か。 〇

⑶ 研究・研修の成果を日常保育に活かし、乳幼児の育ちに反映できているか。 〇

⑷ 研修の実践による子どもの理解が深まりを見せているか。 〇

⑸ 各種研究会・研修会・講習会等への参加体制ができているか。 〇

⑹ 各種研修会・講習会等での内容を園内に報告・還元しているか。 〇

Ａ Ｂ Ｃ

⑴ 子どもや保護者に関する個人情報を適正に取り扱っているか。 〇

⑵ 知り得た情報等の守秘義務を果たしているか。 〇

⑶ 公文書収受、発送、処理を適切に行っているか。 〇

⑷ 各帳簿は、適切な方法で作成・処理しているか。 〇

⑸ 園だより、ホームページ等で施設の情報を発信しているか。 〇

⑹ 掲示板、掲示場所を適切かつ効果的に活用しているか。 〇

・流行している病気、保育の様子、お知らせ等は掲示するとともに、園だより、献立表、食事だより、写真販売等は保護者アプリで

発信している。

【改善策】

・ブログおよびホームページへの写真掲載に関し、不備のないよう確認を徹底する。

【評価の根拠】

・キャリアアップ研修を中心に、計画的に研修に参加できた。
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自己評価の観点・内容
評価

・研修成果は会議の中で発表する機会を設けた。

【改善策】

・研修成果を、日頃の保育に反映できるような取り組みを検討し、実施に努めたい。

【評価の根拠】

・個人情報取り扱いに関し、常に職員へ周知徹底を行っている。

自己評価の観点・内容
評価
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Ａ Ｂ Ｃ

⑴ 地域との関係が適切に保たれているか。 〇

⑵ 保育園が有する機能を地域に還元しているか。 〇

⑶ 地域に住む子ども同士や親子が一緒に遊ぶことが出来るような場の設定を行っているか。 〇

⑷ 子どもの興味や関心に基づいて地域社会・その他の施設と交流しているか。 〇

⑸ 育児に係る「子育て相談」は充実しているか。 〇

⑹ 専門機関との連携を図り、保護者にとって必要な情報を提供しているか。 〇

自己評価の観点・内容
評価
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・各行事については市の広報やアプリにて情報を発信し、ホームページでも呼びかけている。

【改善策】

【評価の根拠】

・園庭開放の実施や、行事への地域の方々の参加できる場を設定しており、さらに祖父母も参加できる行事も実施している。

・様々なマニュアルの作成が不十分であったため、整理検討していく。

総
合
評
価

・防災に関して様々なグッズを取り揃えてはいるが、まとめられていないため、整理と使用を検討していく。また保護者の

災害時の訓練も実施したい。

・地域のイベント（燈路まつり、だんじり、合同避難訓練での放水体験、えびす参り等）に積極的に参加できた。

・近隣幼稚園、保育園、こども園、小学校との交流を実施した。

・高校生の保育体験やボランティア等を受け入れ、学校教育への協力ができた。

・保育の質の向上のために積極的に研修に参加する必要があると考えるが、難しい一面もあった。職員の負担軽減に

向け、アプリの活用を充実できるよう努めたい。


